
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《メールアドレス》 

akito@kdr.biglobe.ne.jp 

や
り
」「
健
康
」
が
ベ
ス
ト
ス
リ
ー

で
「
努
力
」
「
根
性
」
に
変
わ
り

「
優
し
さ
」
「
平
和
」
「
幸
福
」

が
大
き
く
順
位
を
上
げ
た
。
そ
ん

な
言
葉
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
世

相
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
日

本
人
の
健
全
さ
を
率
直
に
喜
び
た

い
▼
「
偽
」
で
締
め
く
く
ら
れ
た 

07
年
だ
が
、
民
意
の
重
さ
で
国
の

政
治
に
は
変
化
が
。
数
を
た
の
ん

だ
与
党
の
横
車
は
影
を
潜
め
た
。

イ
ン
ド
洋
上
の
自
衛
隊
は
撤
収
し
、

薬
害
肝
炎
訴
訟
も
重
い
扉
を
こ
じ

開
け
解
決
へ
の
道
を
大
き
く
開
い

た
▼
地
域
的
名
称
の
枠
を
超
え
参

加
国
が
広
が
る
東
南
ア
ジ
ア
友
好

協
力
条
約
。
「
独
立
・
主
権
の
相

互
尊
重
」
「
内
政
不
干
渉
」
「
紛

争
の
平
和
的
解
決
」
「
武
力
の
威

嚇
・
行
使
の
禁
止
」
な
ど
、
憲
法

九
条
と
合
致
す
る
流
れ
が
地
球
人

口
の
57
％
に
及
ぶ
▼
穏
や
か
に
明

け
た
新
年
。
大
型
テ
レ
ビ
番
組
に

飽
き
高
幡
橋
か
ら
一
番
橋
へ
、
真
っ

白
な
富
士
に
む
か
っ
て
遊
歩
道
を

行
く
。
世
紀
が
変
わ
っ
て
八
年
目
。

「
優
し
さ
・
平
和
・
幸
福
」
を
求

め
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
新
し

い
政
治
を
つ
く
る
転
機
の
年
と
な

る
の
か
。
川
べ
り
の
風
は
冷
た
い

が
降
る
陽
射
し
は
暖
か
い
。（
Ｋ
） 

「
日
本
人
の
好
き
な
言
葉
」

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究

所
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
「
思
い

みどりと清流 
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法律・生活相談など 

お気軽にお立ち寄り下さい  

日刊紙１ヶ月 ２９００円 

日曜版１ヶ月  ８００円 

お申し込み・南多摩事務所 

℡０４２－３７４－４３８４ 

  又は中野事務所へ 

日野市民九条の会集会・多数の市民が参加 
    ◇◇◇記念講演・澤地久枝さん（作家） 
メッセージ・川澄祐勝師（高幡不動尊金剛寺貫主）◇◇◇ 

 12月 16日、「日野市民九条の会」の結成一周年記念集会が行なわれ、会場の市

民会館大ホールには多数の市民がつめかけました。集会では、この一年間の活動経

過が報告され新しい代表役員を選出、市民に向けたアピールが採択されました。 

 「九条を持つ独立した国につくりなおしたい…小さな人間のこと」と題して講演をお

こなった澤地久枝さん（ 九条の会呼びかけ人）は、最後に「日野は革新の伝統が息

づいているところ、一緒に頑張りましょう」と訴えました。 

 また、高幡不動尊金剛寺貫主、川澄祐勝師から「憲法第九条のこころをしっかり守っ

ていきたいと念じております」とのメッセージが寄せられ紹介されました。 

北野街道 

 

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
就
労

な
ど
に
よ
り
放
課
後
の
時
間
に
家

庭
に
い
な
い
児
童
を
あ
ず
か
り
、
安

全
に
育
成
す
る
施
設
で
す
。
来
年

度
の
「
入
会
申
請
の
ご
案
内
」
で
は
、

①
障
害
児
の
入
会
は
四
年
生
ま
で

認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
通
級
学

級
に
通
う
児
童
は
普
通
学
級
と
同

様
に
三
年
生
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
。

②
入
会
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

と
し
て
、「
学
童
ク
ラ
ブ
費
に
未
納
が

あ
る
場
合
」
「
集
団
に
よ
る
指
導
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」

な
ど
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

厚
労
省
が
策
定
し
た
「
学
童
ク
ラ

ブ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
「
障

害
の
あ
る
児
童
な
ど
特
別
に
配
慮

を
要
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
利
用

の
希
望
が
あ
る
場
合
は
可
能
な
限

り
受
け
入
れ
に
つ
と
め
る
こ
と
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
立
場
に
立
て
ば

通
級
学
級
の
児
童
を
四
年
生
の
育

成
か
ら
除
外
し
た
り
、
「
集
団
に
よ

る
指
導
が
困
難
」
を
理
由
に
入
会
を

断
る
な
ど
の
文
言
は
不
適
切
で
す
。 

 

ま
た
、
「
学
童
ク
ラ
ブ
費
の
滞
納
」

と
い
う
親
の
責
任
を
理
由
に
し
た
入

会
拒
否
も
、
児
童
の
福
祉
を
保
障

す
る
児
童
福
祉
法
の
精
神
に
反
す

る
こ
と
で
す
。 

 

中
野
議
員
の
質
問
に
市
は
、
「
通

級
学
級
で
も
支
え
の
必
要
な
子
ど
も

は
受
け
入
れ
る
方
向
で
調
整
し
た

い
」
と
是
正
の
姿
勢
を
示
し
、
「
ク
ラ

ブ
費
滞
納
に
触
れ
た
の
は
、
保
護
者

へ
の
注
意
を
促
す
意
味
（
実
際
に
は

拒
否
は
な
い
）
と
答
え
ま
し
た
。 

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
要
件
の
変
更
で
中
野
議
員 

 

児
童
福
祉
法
の
精
神
に
立
っ
て
是
正
を 

 

日
野
市
は
、
来
年
度
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
「
入
会
申
請
の
案
内
」
を
大

幅
に
書
き
換
え
ま
し
た
が
、
障
害
児
童
な
ど
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
保
護

者
か
ら
「
な
ぜ
、
入
会
の
要
件
が
厳
し
く
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
１２
月
市
議
会
で
中
野
あ
き
と
議
員
は
、
本
会
議
質
問
で
こ
の

問
題
を
と
り
あ
げ
市
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

九条の会集会につめかけた参加者・12/16 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《０８年２月の無料法律相談》 
村松みえ子事務所 午後６時～８時  
     ２月 ８日（木）    

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     ２月１４日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所 ℡599-3350 

保育園など民営化計画の凍結、保護者参加で再検討を 

平山住宅自治会が対市交渉 
 平山住宅自治会は昨年 11 月 27 日、対市交渉を行い、提出した要望書

の回答を得ました。要望と日野市の回答(要約)は以下のようになりまし

た。この交渉には中野あきと議員も同席しました。 

 

1.消防署豊田出張所に救急車の配備を。 

 回答：必要性があるので検討する。 

2.平山循環線の平山住宅内停留所の新設や、市内循環バスの増便。 

 回答：要望が多い。２年毎の検討会で議論したい。 

3.滝合橋の歩道拡幅、架け替えを進めてほしい。 

 回答：歩道拡幅については、ガードレールを車道へ下げることを検討 

    する． 

4.保育園前の市道の交通の抑制、安全の確保。 

 回答：現状は認識している。実現に努力する。 

5.汚水処理場の跡地利用に「地域交流センター」を。 

 回答：公共施設が少ないことは承知している。検討したい。 

6.ＡＥＤ(自動体外式除細動器)の設置を。 

 回答：市内 140カ所に設置した。必要箇所に設置していく。 

7.滝合小学校の教室、体育館に空調を。 

 回答：防音区域内の学校は二重ガラスの防音対策を強化し、クーラー 

    設置を防衛省に申請したい。        以上 

 

保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
、
児

童
館
な
ど
の
民
営
化
計
画
の
理

由
に
「
少
子
化
」
問
題
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
い
ま
、
多
摩
平
団
地

で
は
、
都
市
再
生
機
構(

略
称
Ｕ

Ｒ)

に
よ
る
建
直
し
と
大
規
模
な

再
開
発
事
業
お
こ
な
わ
れ
、 

二
、

三
〇
〇
戸
が
増
加
し
、
八
、
〇

〇
〇
人
を
超
え
る
規
模
の
人
口

増
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
野
あ
き
と
議
員
は
１２
月
議

会
で
発
言
。
少
子
化
ど
こ
ろ
で
は

な
い
、
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園

な
ど
の
基
盤
整
備
こ
そ
必
要
と

指
摘
。
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
指
導

要
綱
」
が
法
的
拘
束
力
を
持
た

な
い
中
で
、
人
口
増
に
よ
る
負
担

を
行
政
が
被
っ
た
り
「
詰
め
込
み
」

な
ど
で
子
ど
も
に
し
わ
寄
せ
が
及

ぶ
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
Ｕ
Ｒ
に

公
共
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を

は
た
さ
せ
る
た
め
に
も
市
民
的

足
場
が
必
要
と
強
調
し
、
請
願

の
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。 

 

一
方
、「
こ
の
請
願
が
求
め
て
い

る
公
営
に
固
執
し
て
民
営
化
を

締
め
出
し
て
は
定
員
を
増
や
す

の
は
む
ず
か
し
い
。
賛
同
で
き
な

い
。
」
「
子
ど
も
人
口
推
計
の
推

移
を
見
極
め
る
べ
き
。
結
論
を

出
す
の
は
時
期
尚
早
。
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
結
果
、
請
願

は
採
択
に
至
ら
ず
継
続
審
議
と

な
り
ま
し
た
。 

 多摩格差の解消は私がつね

に抱いている大きな課題ですが、

昨年 12 月 19 日、共産党都議団

が石原知事に来年度の予算要

求を出した場で、私は二つのこ

とを知事に強く要望しました。 

 一つは多摩都市モノレールに

多摩格差の解消と緑の保全 

知事に直接要望しました。 

 

シルバーパスを適用させる問題です。３月には、都営日暮

里舎人(にっぽりとねり)線が開通しますが、開通と同時に

シルバーパスが使えることになります。23 区では既存の都

営地下鉄とあわせ、更に利用範囲が広がりました。 

 多摩モノレールは、東京都が同じ手法で設置したのに、

運営主体が違うというだけで適用しないのでは、沿線の方々

などが納得できないのも当然です。 

 もう一つは、緑を保全する問題です。東京都が87ヘクター

ルもの森林を開発しようとしている稲城市の南山の問題が

さし迫っています。貴重な植物やオオタカが生息している

場所です。開発前に雑木林をよく見るよう、知事に伝えま

した。  

 知事は都議団の要望に一言「はい、分かりました」と答え

ました。昨年の参議院選挙の結果、国の政治も様変わりし

始め、自公政治のゆきづまりも深刻です。「構造改革路線」

に「ノー」を示した民意のもつ意味を、都政も真剣に受け

止めなくてはならないはずです。 

 今年もご一緒にがんばりましょう。 

 

委
員
選
挙
か
ら
一
年 

審
議
委
員
会
の
運
営 

 
 

 
 

大
幅
に
改
善 

 

審
議
委
員
の
選
挙
か
ら
一
年
、
豊
田
南
地

区
・
区
画
整
理
審
議
会
は
、
こ
の
間
、
二
回
の

審
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
従
来
か
ら
改
善

要
望
が
出
て
い
た
運
営
に
、
幾
つ
か
の
進
展
が

み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

審
議
会
を
傍
聴
し
た
人
か
ら
は
「
ず
い
ぶ
ん

改
善
さ
れ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

◇ 

従
来
、
審
議
会
で
は
、
同
じ
席
で
施
工
者

(

部
長
・
課
長)

と
委
員
が
審
議
し
て
い
た
が
、

施
工
者
側
の
席
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
審

議
委
員
の
独
自
性
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。 

◇
審
議
当
日
配
布
さ
れ
て
い
た
議
事
内
容
や

資
料
を
、
事
前
配
布
と
し
た
。
路
線
価
図
も

配
布
さ
れ
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
会
議
に
先

立
ち
、
換
地
先
や
変
更
先
を
見
学
し
、
実
態

を
事
前
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

◇
議
事
録
に
つ
い
て
の
改
善(

回
答
待
ち)

 

 

①
議
事
録
テ
ー
プ
は
五
年
間
保
管
す
る
。 

 
 
(

要
約
録
作
成
後
消
去
し
て
い
た)
 

 

②
議
事
録
は
逐
語
録(

テ
ー
プ
内
容
そ
の
ま 

 
 

ま)

と
す
る
。 

 

③
議
事
録
は
、
全
審
議
委
員
に
配
布
す
る
。 

◇
傍
聴
者
に
つ
い
て 

 

従
来
は
、
希
望
者
が
会
議
前
日
ま
で
に
申
し

込
み
、
十
人
で
打
ち
切
っ
て
い
た
。(

当
日
傍
聴

席
に
空
き
が
あ
っ
て
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。)

今
後
は
原
則
前
日
申
し
込
み
だ
が
、
空
き
が

あ
れ
ば
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

三
万
五
千
の
請
願
、
ま
た
継
続
審
議
に 


